
実質化された人・農地プラン

１．地区の現状
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２．対象地区の課題

３．対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

市町村名 対象地区名 作成年月日 直近の更新年月日
取手市 取手地区 平成25年1月 令和5年1月

①地区内の耕地面積 95.5 
②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 84.9 
③地区内における70才以上の農業者の耕作者の耕作面積の合計 50.7 

ⅰ うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 14.8 
ⅱ うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 2.7 

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 60.1 
備考

 70才以上で後継者が「未定」及び「不明」となっている農業者の耕作面積は、中心経営体が
引受け可能な面積であると判断できることから、中心経営体への円滑な集積・集約を進める必
要がある。

 農地中間管理事業の活用により、大規模経営体への集積・集約を進めるほか、水田を活用し
た転作作物についても検討していく。また、今後に備えて、外部からの耕作者（大規模な法
人）の誘致も考慮していきたい。



（参考）取手地区中心経営体 面積：ha

経営作物 経営面積 経営作物 経営面積 農業を営む範囲
認農 A 田、畑 10.3 田、畑 4.7 吉田、青柳、長兵衛新田

B 田、畑 4.6 田、畑 10.4 青柳、井野
認農 C 田 2.4 田 12.6 青柳、吉田、長兵衛新田
認農 D 田、畑 7.1 田、畑 7.9 吉田、青柳
認農 E 田、畑 21.0 田、畑 5.0 青柳、井野、吉田、長兵衛新田
認農 F 田、畑 6.0 田、畑 4.0 井野、青柳
認農 G 田、畑 2.9 田、畑 5.0 井野、青柳
認農法 H 田、畑 10.5 田 9.5 取手、小堀

I 田 7.0 田 1.0 井野、青柳

計 9経営体 71.8 60.1 

現状 今後の農地の引受け意向
属性 農業者


